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四
居
家
に
入
っ
て
す
ぐ
目
に

つ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
本
棚
は
、

中
央
の
仕
切
板
で
区
切
ら
れ
左

右
２
列
、
そ
れ
ぞ
れ
が
５
段
棚

に
な
っ
て
い
ま
す
。
書
籍
類
は

整
理
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各

段
に
は
同
種
の
本
が
集
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

各
段
の
大
ま
か
な
特
徴
を
順

に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

右
列
の
上
か
ら
１
段
目
に

は
、
淡
海
文
庫
と
特
別
淡
海
文

庫
を
中
心
に
比
較
的
小
型
の
本

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

右
列
２
段
目
の
右
半
分
は
、

植
谷
善
之
さ
ん
の
寄
贈
本
が
並

ん
で
い
ま
す
。こ
の
寄
贈
本
は
、

歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
や
別
冊
歴

史
読
本
な
ど
、
ガ
イ
ド
に
役
立

つ
本
ば
か
り
で
す
。
植
谷
さ
ん

は
長
年
観
光
ガ
イ
ド
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
た
私
た
ち
の
先
輩

で
、
退
会
の
時
に
多
く
の
書
籍

や
資
料
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
学
究
的
な
姿
勢
が
寄
贈

い
た
だ
い
た
書
物
・
資
料
に
も

反
映
さ
れ
て
い
て
、
観
光
ガ
イ

ド
に
と
っ
て
役
に
立
つ
も
の
、

ガ
イ
ド
資
料
と
し
て
重
宝
す

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

右
列
３
段
目
は
長
浜
市
史

や
山
東
、
伊
吹
、
米
原
、
近

江
の
各
町
史
が
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
本
は
、
各
自

治
体
が
編
集
発
行

し
た
も
の
で
す
が
、

一
般
に
自
治
体
が

発
行
す
る
市
史
や

郡
史
な
ど
は
、
内

容
が
良
く
吟
味
さ

れ
正
確
に
記
述
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、

信
頼
度
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
で
確
か
な
情
報
を
求

め
る
時
は
、
こ
れ
ら
の
本
が
有

用
で
す
。 

　

右
列
４
段
目
は
長
浜
曳
山

祭
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
沢
山

並
ん
で
い
て
、
外
か
ら
見
て

い
て
は
分
か
ら
な
い
、
山
組

独
自
の
解
説
が

あ
っ
た
り
し
ま

す
。
市
の
広
報

の
フ
ァ
イ
ル
も

こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

右
列
５
段
目

は
地
域
情
報
誌

『
み
～
な
』
の

保
存
用
で
す
。

　

左
列
に
目
を

移
す
と
、
左
列

１
段
目
に
は
、

右
半
分
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
機
器
が
あ

り
、
左
半
分
に

江
・
浅
井
三
姉

妹
博
覧
会
の
公

式
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
12
冊
、『
曳

山
の
ま
ち
』
４

冊
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　

左
列
２
段
目

と
左
３
段
目
右
半
分
は
単
行

本
で
す
。
単
行
本
に
つ
い
て
は

次
号
で
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

左
列
３
段
目
の
左
半
分
に

は
植
谷
さ
ん
寄
贈
の
プ
ラ

ケ
ー
ス
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
中
は
書
物
で
な
く
、
講
演
や

講
座
で
入
手
さ
れ
た
資
料
や
、

実
際
の
ガ
イ
ド
で
使
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
コ
ー
ス
別
の
ガ

イ
ド
要
点
や
ガ
イ
ド
の
記
録

な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
い
わ

ば
、
生
き
た
ガ
イ
ド
資
料
と
い

う
べ
き
貴
重
な
遺
産
で
す
。

　

左
列
４
段
目
に
は
大
学
や

行
政
か
ら
の
寄
贈
本
な
ど
が

並
び
ま
す
。
個
人
の
寄
贈
本
も

あ
り
ま
す
。

　

左
列
５
段
目
は
地
域
情
報

誌『
み
～
な
』（
貸
出
用
）で
す
。
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四居家に入ってすぐの畳の部屋に、少し大きめの本棚があります。
読書の秋でもあり、読書に相応しい本があるかも知れないと思い調
べてみると、そこにはガイド活動に有用な多くの本がありました。

四居家の本棚と資料の配置
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植
谷
さ
ん
寄
贈
の
本
の
う

ち
、
右
列
２
段
目
の
棚
に
は
豪

華
な
本
が
多
く
あ
り
ま
す
。
長

浜
に
関
連
す
る
合
戦
や
城
、
人

物
の
本
が
中
心
で
、
長
浜
の
人

な
ら
ガ
イ
ド
で
な
く
と
も
読
ん

で
見
た
く
な
る
本
ば
か
り
で

す
。
左
の
写
真
は
歴
史
群
像
シ

リ
ー
ズ
の
『
賤
ヶ
岳
の
戦
い
』

（
写
真
1
）
で
、
き
れ
い
な
写
真

や
絵
・
地
図
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
て
い
て
、
合
戦
に
詳
し
く

な
い
人
も
見
て
い
る
だ
け
で
楽

し
め
ま
す
。
ガ
イ
ド
に
な
り
始

め
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
合
戦

の
初
心
者
だ
と
思
い
ま
す
が
、

時
間
が
空
い
て
る
時
に
こ
の
よ

う
な
本
を
一
冊
通
読
す
る
だ
け

で
、
大
ま
か
な
知
識
が
頭
に
入

り
、
後
の
ガ
イ
ド
と
し
て
の
知

識
が
ス
ム
ー
ズ
に
蓄
積
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
植
谷
さ
ん
の

寄
贈
本
に
は
他
に
、『
関
ヶ
原

の
戦
い
』
や　
『
戦
国
合
戦
地

図
集
』、『
図
説
・
戦
国
武
将
』、

『
日
本
の
名
城
』
な
ど
（
写
真

2
）
が
あ
り
、
読
書
の
楽
し
み

と
ガ
イ
ド
力
ア
ッ
プ
の
一
石
二

鳥
を
図
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

　

ガ
イ
ド
に
関
し
て
の
調
べ
物

を
す
る
と
き
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
が
一
般
的

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
不
正

確
で
曖
昧
な
こ
と
も
多
い
の

で
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
点
、『
長
浜
市
史
』
な

ど
の
書
物
は
、
内
容
の
信
憑
性

や
正
確
性
に
お
い
て
格
段
の
信

頼
を
得
て
い
ま
す
。
調
べ
物
で

判
断
に
迷
っ
た
ら『
長
浜
市
史
』

か
。

  

本
棚
の
左
列
３
段
目
に
は
植

谷
さ
ん
が
寄
贈
さ
れ
た
プ
ラ

ケ
ー
ス
が
並
ん
で
い
ま
す
。
中

を
見
る
と
本
以
外
の
プ
リ
ン
ト

や
写
真
、
地
図
な
ど
が
整
理
さ

れ
て
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
と
き
は
、
テ
ー
マ

別
で
探
す
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
例
え
ば
、
田
村
駅
か
ら
長

浜
駅
ま
で
歩
い
て
行
く
ガ
イ
ド

の
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
し
ま
す

（
写
真
3
の
右
の
ケ
ー
ス
）。

市
展
入
選　

田
中
信
之
さ
ん

   

Ｖ
Ｇ
協
会
員
の
田
中
信
之
さ

ん
が
、 

市
展
写
真
の
部
に
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

左
列
右
列
と
も
最
下
段
は
地
域

情
報
紙
『
み
～
な
』（
写
真
4
）

の
棚
で
す
。
１
９
８
９
年
７
月

の
創
刊
以
来
、
30
年
以
上
も
続

い
て
い
て
、
一
部
欠
番
の
号
が

あ
り
ま
す
が
、
第
０
号
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近
な

話
題
が
市
民
目
線
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
ガ
イ
ド
関

係
に
は
重
宝
す
る
資
料
で
す
。

な
ど
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。（
写
真
5
）

  

ほ
か
に
『
長
浜
市
史
』
は
索

引
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と

や
、
用
語
の
ル
ビ
が
振
っ
て
あ

る
こ
と
も
大
き
な
特
長
で
す
。

本
誌
で
も
、
魞
の
湖
通
信
で｢

七
岡
山｣

を
特
集
す
る
と
き
に 

随
分
と
『
長
浜
市
史
』
の
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

  

右
列
の
１
段
目
は
サ
ン
ラ
イ

ズ
出
版
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
淡
海

文
庫
・
別
冊
淡
海
文
庫
の
中
か

ら
、
長
浜
や
近
江
に
関
係
の
あ

る
も
の
を
集
め
て
あ
り
、
B
６

判
の
小
ぶ
り
な
本
な
の
で
気
楽

に
読
め
ま
す
。（
写
真
6
）

　
『
近
江
の
城
』、『
国
友
鉄
砲

の
歴
史
』
な
ど
、
背
表
紙
を
見

る
だ
け
で
読
み
た
く
な
り
ま

す
。
地
元
の
人
や
団
体
が
著
者

に
な
っ
て
い
る
本
が
多
い
の
も

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
で
す
。

　

右
列
４
段
目
に
は
「
広
報
な

が
は
ま
」
の
、
２
０
１
９
年
１

月
号
か
ら
直
近
の
号
ま
で
が
綴

じ
て
あ
り
ま
す
。
四
居
家
に
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く

と
、
何
か
の
時
に
役
に
立
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

   

以
上
、
四
居
家
の
よ
く
目
に

付
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ
る
本

棚
に
あ
る
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ

た
本
の
う
ち
、
多
く
の
人
が
読

み
た
く
な
る
と
思
わ
れ
る
本
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
て

み
ま
し
た
。
ま
だ
紹
介
し
切
れ

て
い
な
い
単
行
本
に
つ
い
て

は
、
次
号
の
魞
の
湖
に
回
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

四
居
家
に
は
、
他
に
も
押
し

入
れ
に
眠
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
資

料
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
次
号

で
紹
介
す
る
つ
も
り
で
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
の
仲

間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
は
や
十
数

年
が
た
ち
ま
す
。
当
初
は
、
周
り
の

歴
史
や
文
化
、
街
中
の
地
理
も
分
か

ら
ず
、
地
理
の
確
認
と
勉
強
の
毎
日

で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
あ
る
先
輩

の
ガ
イ
ド
に
同
行
し
、
ガ
イ
ド
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
大
変
丁
寧
な
ご
案
内
を
さ
れ
る

と
と
も
に
、
説
明
の
中
で
時
々
、
パ

ウ
チ
加
工
さ
れ
た
写
真
を
見
せ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
写
真
を
見
な
が

ら
の
説
明
に
お
客
様
は
う
な
ず
き
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

説
明
に
写
真
を
プ
ラ
ス
さ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
お
客
様
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
長
浜
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
以
来
、
私
も
先
輩
の
ガ
イ
ド
ス

タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
こ
の
部
分
は

写
真
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は

写
真
を
準
備
し
て
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
長

浜
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
る
お
客
様
の
心

に
残
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
心
が
け
、

日
々
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
ビ
デ
オ
貸
し
出
し
●

　

最
近
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
番

組
な
ど
の
、
観
光
ガ
イ
ド
に
役

立
つ
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
ま

す
。
視
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

①
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
　
拝

啓
車
寅
次
郎
様
」

  

９
月
３
日
放
映
。
Ｃ
Ｍ
を
含

め
２
時
間
24
分
。

　

長
浜
市
が
舞
台
の
映
画
。

　

寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
第
47
作
。

②｢

俳
優
・
堀
田
真
由
さ
ん
に

聞
く｣

　

９
月
８
日
放
映
。
10
分
。

長
浜
出
身
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

に
出
演
し
た
堀
田
真
由
さ

ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
。

③
映
画｢

柘
榴
坂
の
仇
討
ち｣

  

９
月
15
日
放
映
。
Ｃ
Ｍ
を
含

め
２
時
間
24
分
。

　

井
伊
大
老
暗
殺
の
そ
の
後
を

描
い
た
映
画
。　

④
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
ビ
デ
オ

　｢

長
浜
の
お
庭 

前
編｣

　

23
分
。
慶
雲
館
、
大
通
寺
等

の
お
庭
の
解
説
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

か
ら
も
見
ら
れ

る
。

【
申
し
込
み
先
】
広
報
担
当

　

090-6918-2341 (

橋
本)

●
十
月
の
多
彩
な
行
事
●

◆
ア
ー
ト
イ
ン
ナ
ガ
ハ
マ
（
Ａ
Ｉ
Ｎ
）

  

10
月
１
日（
土
）／
２
日（
日
）

  

時
間
・
10
時
～
17
時

  　

 　
（
２
日
は
16
時
ま
で
）

　

場
所
・
市
の
中
心
市
街
地

◆
小
谷
城
戦
国
ま
つ
り

　

10
月
２
日
（
日
）

　

場
所
・
小
谷
城
戦
国
資
料
館

前
広
場

◆
き
も
の
大
園
遊
会

  

10
月
８
日
（
土
）

  

お
茶
席
、
か
る
た
、
抽
選
な
ど

多
彩
な
催
し
。

◆
長
浜
火
縄
銃
大
会

　

10
月
８
日
（
土
）

　

10
時
30
分
～
12
時 

　

場
所
・
長
浜
城
歴
史
博
物
館

前
広
場

◆
豊
公
ま
つ
り

　

10
月
９
日
（
日
）

　

場
所
・
豊
国
神
社
周
辺

◆
曳
山
交
替
式

　

10
月
８
日
（
土
）

　

場
所
・
曳
山
博
物
館
、
山
蔵

ほ
か

◆
観
音
の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

10
月
16
日
（
日
）

　

周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

植
谷
善
之
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
贈
本

実
際
に
ガ
イ
ド
で
役
立
つ
本
・
資
料
の
数
々

『
み
～
な
』
は
市
民
目
線
　
細
か
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く

調
べ
物
で
判
断
に
困
っ
た
ら
『
長
浜
市
史
』

淡
海
文
庫

写真１

写真 2

田中信之さんとその作品

写真 5

写真 4

次
の
写
真

は
何
処
に

あ
る
何
の

写
真
で
し
ょ
う
。

答
え
は
4
ペ
ー
ジ
を
参
照

2

写真 6

広
報
な
が
は
ま

写真を使ってわかりやすくガイド
 先輩ガイドに学ぶ　草野久子

写真 3
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長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会
会
報

「
魞
の
湖
」　
第
一
五
六
号

　
令
和
四
年
十
月
一
日
発
行

　
発
行
人
・
馬
場
智
章

　
編
集
人
・
橋
本
常
憲

　
発
行
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
浜
観
光

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会

長
浜
市
元
浜
町
14-

12　

四
居
家
内

  

全
体
集
会
の
出
席
者
数
は
、

今
年
6
月
十
七
名
、
8
月
二
十

名
で
し
た
。
会
員
数
の
半
分
に

も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
全
体
集

会
の
課
題
は
参
加
者
が
少
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
聞

い
た
か
ぎ
り
で
は
、
い
つ
も
同

じ
よ
う
な
話
で
つ
ま
ら
な
い
、

意
見
や
提
案
を
聞
い
て
も
ら
え

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

以
前
は
、
こ
れ
に
出
な
い
と
置

い
て
い
か
れ
る
よ
う
な
気
が
し

た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
全
体
集
会
の
進

行
計
画
は
総
務
部
が
つ
く
り
、

副
理
事
長
が
司
会
進
行
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
年
か
ら
両
方

と
も
総
務
部
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、
よ
り
統
一
的
な
運
営

が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
執
行
部
か
ら
の
連
絡
や

報
告
は
半
分
以
内
に
し
て
も

ら
っ
て
、
参
加
者
に
話
を
し
て

も
ら
う
時
間
を
作
り
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

  

６
月
集
会
は
会
員
を
増
や
す

た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
聴
き
ま
し

た
。
８
月
集
会
は
ち
ょ
っ
と

困
っ
た
ガ
イ
ド
体
験
を
話
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
話
が
途
切

れ
な
い
か
心
配
で
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
自
発
的
な
発
言
が
続

き
、
会
が
終
わ
っ
た
後
も
「
面

白
か
っ
た
」、「
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
の
共
通
の
関
心
事

は
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
こ
と
だ

と
思
う
の
で
、
ガ
イ
ド
の
体
験

談
を
軸
に
し
て
気
楽
に
話
を

し
、
お
互
い
の
参
考
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
９
月
の
運

営
委
員
会
で
は
、
観
光
振
興
課

や
観
光
協
会
が
目
指
し
て
い
る

こ
と
を 

話
し
て
も
ら
う
の
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
聴
き
た
い
と

か
、
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
合
い

た
い
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

全
体
集
会
参
加
者
の
声

 

◆
全
体
集
会
で
い
ろ
い
ろ
な

人
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
た
め
に
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
特
に
８
月
集
会
の
ガ

イ
ド
で
の
困
っ
た
こ
と
の
話
で

は
、
私
も
同
じ
よ
う
な
経
験
が

あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ

せ
ら
れ
る
話
だ
っ
た
。
中
で
も

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
の
話
は
、
実

ク
イ
ズ｢

何
処
の
何
？｣

の
答

　

 

長
浜
市
と
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市

（
ド
イ
ツ)

の
、
姉
妹
都
市
提
携

五
十
周
年
の
記
念
碑
で
す
。
長
浜

城
歴
史
博
物
館
へ
の
豊
公
園
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

　

長
浜
市
出
身
の
山
岡
孫
吉
は
世

界
で
初
め
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
の
小
型
化
に
成
功
し
た
人
で
、

短
　
信

■
大
通
寺
清
掃
活
動　
　
　
　

　

10
月
７
日
（
金
）
９
時
～
11
時　
　
　
　
　
　
　

　

会
場
・
大
通
寺
境
内　
　
　
　
　

　

持
ち
物
・
軍
手
、
草
刈
鎌
、

雑
巾
（
雨
天
）　　
　
　
　

※
今
回
は
、
清
掃
後
の
研

修
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
黒
壁
と
ま
ち
づ
く
り
研
修

　

10
月
17
日
（
月
）

　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

会
場
・
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

■
運
営
委
員
会

　

10
月
13
日
（
木
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
・
南
郷
里
ま
ち
セ
ン

■
英
会
話
研
修

　

10
月
27
日
（
木
）

　
　

14
時
～
15
時
30
分

　

会
場
・
南
郷
里
ま
ち
セ
ン

■
県
内
研
修

　

11
月
30
日
（
水
）

※
詳
細
は
別
紙
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

直
井
一
博

全
体
集
会
に
新
し
い
風
を

　
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
試
み

６月全体集会の様子。壁に多くの小紙片が貼られている。

際
に
ガ
イ
ド
中
に
具
合
が
悪
く

な
る
お
客
さ
ん
が
出
た
場
合
、

う
ま
く
対
処
で
き
る
だ
ろ
う

か
、
と
思
っ
た
。
充
分
な
ガ
イ

ド
人
数
で
行 

き
、
下
調
べ
な

ど
も
し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
っ 

た
。

（
竹
越
徳
造
さ
ん
）

 

◆
従
来
の
全
体
集
会
に
加
え
、

前
回
よ
り
参
加
者
全
員
の
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
と
い
う
時
間

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
の

テ
ー
マ
は
、
ガ
イ
ド
を
す
る
中

で
困
っ
た
こ
と
、
と
い
う
も
の

で
し
た
が
、
皆
様
徐
々
に
話
が

盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
と
思
い

ま
す
。
経
験
豊
か
な
皆
様
の
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
、
非
常
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
の

全
体
集
会
も
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。　
　

 

（
田
村
幸
代
さ
ん
）

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
は
、
そ
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
発
明
者

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
博
士
ゆ

か
り
の
地
で
す
。

  

写
真
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
ア
ウ
グ
ス

ブ
ル
ク
市
の
紋
章
で
あ
る
「
松
ぼ
っ

く
り
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
の
前
で
山
岡
孫
吉
の
業

績
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。


